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第 21 期定時株主総会 質疑応答 
内容につきましては、ご理解いただきやすいよう部分的に加筆・修正をしております。 

事前質問 

事前質問 Q1 

今後の増配方針、累進配当の継続、配当水準の目安や上限、さらには成長投資とのバランス

について教えてください。 

A.  

当社の株主還元方針についてご説明いたします。 

まず、当社は株主の皆様への利益還元と、持続的な企業価値の向上に向けた投資のバランスを、経

営において常に意識しております。 

実際に、当社はこれまでも継続的に配当を引き上げてきており、今後も中長期的な企業価値の向

上に応じて、株主の皆様への還元を充実させていきたいと考えております。 

また、経営計画 2026 の期間中におきましては、毎年 2 円以上の増配を予定しております。この 2
円はあくまで最低限の水準として設定しており、中長期的な利益・資金計画に基づき、より高い水

準を目指してまいります。 

一方で、株主資本配当率などの具体的な目標や目安は開示しておりませんが、事業の成長による利

益創出、資金計画および実績、将来の投資機会などを総合的に勘案しながら、判断してまいりま

す。 

当社の資本配分の基本的な考え方は明確であり、成長を実現するための事業投資を最優先とした

上で、中長期的な利益成長に基づき、配当の安定的かつ持続的な向上に努め、さらには必要に応じ

て自己株式取得を機動的に行う予定でございます。特に研究開発やパイプラインへの投資は、将来

の収益成長、ひいては配当原資の拡大につながるものです。 

そのために、当社としては、成長投資をしっかりと確保すること、その成果として創出されるキャッ

シュをもとに株主還元を強化すること、この両立を図ることが長期的な株主価値の最大化につなが

ると考えています。 

なお、余剰資金が生じた場合には、機動的な自己株式取得も選択肢として活用してまいります。 

今後も、強固な事業基盤の維持と成長を通じてキャッシュ創出力を高め、株主の皆様に対して、持

続的で安定的な還元を目指してまいります。 
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事前質問 Q2 

ホルムズ海峡危機に伴うナフサ不足等の経常利益等への影響と、製品への価格転嫁の見通

しについて教えてください。 

A.  

先日、米国とイランが和平合意に達したとの報道がありましたが、本ご質問は当該報道以前にいた

だいたものとなります。依然として情勢は不透明であることを踏まえ、回答いたします。 

まず総会当日時点において、ナフサ価格の高騰や地政学的な不確実性による、当社の医薬品の製

造・供給、ならびに業績への重大な影響は確認されておりません。一方で、中東情勢が再度緊迫化

した場合には、石油由来製品に関して世界的な供給制約やコスト上昇が生じるリスクは認識してお

ります。 

こうした状況を踏まえ、当社ではグローバルでの調達状況および物流環境の継続的なモニタリン

グ、在庫の最適化、複数の調達先の確保などを通じて、供給リスクの低減に取り組んでおります。 

次に利益面および価格転嫁についてですが、仮に原材料価格の上昇が継続した場合には、製造コ

ストの増加を通じて収益に影響が及ぶ可能性があります。一方で、当社としてはまずコスト最適化

やサプライチェーンの工夫により、これを吸収することを基本としております。 

また、医薬品は各国の薬価制度や規制の影響を受けることから、一般消費財のように機動的な価

格転嫁を行えるものではありません。このため、各国の制度および市場環境を踏まえた対応に加

え、製品ポートフォリオや付加価値の向上などを通じて、総合的に収益性の確保に努めてまいりま

す。 

引き続き、地政学的な動向や原材料市況の変化を注視しながら、患者さんの生命・健康に直結する

医薬品の安定供給を最優先に、必要に応じて柔軟に対応してまいります。 
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事前質問 Q3 

基本的に、会社を代表するのは、社長だと思いまして、会長の位置付けがよくわかりませ

ん。具体的な会長と社長の位置付け、役割分担をお示しください。基本的に会長職は不要と

思いますが、いかがでしょうか？ 

A. 

会長は原則として業務執行には直接携わらず、日常の業務執行は社長が担っております。 

一方で会長は、業務執行の監督を主導する役割および会社を代表した対外的な活動を担っており

ます。具体的には、取締役会の議長として、社外取締役を含む取締役会の議論を適切にリードし、経

営に対する監督・助言が有効に機能するよう役割を果たしています。 
また、業界団体、政府、経済団体、学術機関などとの対話や発信を通じて、会社の中長期的な考え

方や産業全体の視点を踏まえた関係構築を担っています。 

 

当社においては、会長と社長の役割分担により、社長が最高経営責任者（CEO）として、より業務執

行に専念することができる体制とすることで、企業価値の向上に資すると判断しております。 
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事前質問 Q4 

経営計画 2026 のイメージ図では現有パイプラインが 2030 年以降の収益に寄与するよ

うに見えますが、setidegrasib や ASP2138 には米国と中国の企業に強力なライバル

薬があり、楽観できないと思います。重点戦略製品の LCM*と BD**に更なる注力が必要

ではないでしょうか。また、がんや肥満に次ぐターゲットとしてロンジェビティ***創薬が注

目されていますが、アステラスはどのように取組まれるのでしょうか。 

A. 

まず、パイプラインの競争環境および将来の収益貢献に関するご指摘についてですが、ご指摘の通

り、当社が取り組んでいる領域においては、グローバルに競争が一層激化しており、個別製品ごと

に不確実性が存在することは十分に認識しております。 

その前提のもとで、当社では特定の製品に依存するのではなく、複数の重点戦略製品およびパイプ

ラインを組み合わせたポートフォリオとして成長を実現する考え方を取っております。 

また、ご指摘のとおり、 

 ライフサイクルマネジメントを通した既存品の価値最大化 

 事業開発を通じたパイプラインの拡充 

は、いずれも極めて重要な要素です。経営計画 2026 においても、既存品の価値最大化の機会を最

大限追求するとともに、事業開発によるパイプラインの拡充にもバランスよく取り組み、持続的な

成長の実現を目指してまいります。 

次に、研究領域の方向性についてのお尋ねですが、当社はこれまでも Focus Area アプローチとい

う独自の研究開発戦略に基づき、疾患の発症・進展メカニズムの深い理解に基づく創薬を推進する

とともに、患者さんにとっての「価値」の創出につながる研究を通じて、中長期的な機会を見極めて

まいりました。 

ロンジェビティに関しては、近年さまざまな形で議論が進んでいることは認識しておりますが、現時

点でお伝え出来るものはございません。 

当社としては、今後も外部環境の変化や競争状況を的確に捉えながら、パイプラインの質と量の双

方を高めることで持続的な成長と企業価値の向上を図ってまいります。 

* LCM: ライフサイクルマネジメント 

** BD: 事業開発（Business Development） 

***ロンジェビティ：加齢に伴う健康課題の解決を通じて、健康寿命の延伸や生活の質の向上を目指

す科学・医学的な概念 
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事前質問 Q5 

取締役選任の件、参考事項として性別が記載されていますが記載すべきでないと考えます。

プライバシー保護、差別防止、多様性への配慮の観点からです。例えば公式な資料で血液型

を明らかにすることは通常ありませんが、血液型によって差別が生じるからです。性別も血

液型と同じと考えます。履歴書も 2021 年の厚労省新様式により性別任意記載となりまし

た。取締役の選任においても、性別情報を明らかにする必要はないと考えます。 

A. 

当社では、取締役会の構成に関して、スキル、経験、専門性に加え、ジェンダーを含む多様性が重要

な要素であると考えております。 

特に近年、機関投資家を中心に、取締役会の多様性に関する開示を求める声が高まっており、ジェ

ンダー構成はその評価の一つとして広く活用されている情報となっております。 

このため、当社といたしましては、株主・投資家の皆様に対する透明性の確保の観点から、取締役候

補者の性別について開示を行っております。 
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事前質問 Q6 

アンドレアス ブッシュ氏の辞任理由と辞任による会社への影響について説明していただき

たいです。 

A. 

当社は、アンドレアス ブッシュ氏が 2026 年 5 月 29 日付で社外取締役を辞任し、あわせて取締役候

補者から辞退する旨の申し出があったことを公表しております。  

社外取締役辞任のお知らせ及び第 21 期定時株主総会付議議案の一部撤回に関するお知らせ 

辞任の理由につきましては、本人からの申し出によるものであり、詳細については開示を差し控え

ております。 

なお、本件による当社のガバナンス体制および経営への影響につきましては、当社の取締役会は引

き続き必要な専門性・多様性を備えた構成を維持しており、影響は限定的であると認識しておりま

す。 

当社としては、今後も適切な取締役会構成の確保およびガバナンスの強化に努めてまいります。 

 

  

https://jp.newsroom.astellas.com/2026-05-29-notice-regarding-the-resignation-of-an-outside-director-and-partial-withdrawal-of-matters-to-be-resolved-at-the-21st-term-annual-shareholders-meeting


 

©2026 ASTELLAS PHARMA INC. AND ITS AFFILIATES. 

事前質問 Q7 

長期保有株主向けの優遇や株主優待制度の新設について検討しないのですか？ 

A. 

当社は、株主の皆様への利益還元を含む資本配分につきまして、成長の実現と企業価値の向上を

基本としたキャピタルアロケーション方針に基づき運営しております。 

具体的には、 

1. 成長を実現するための事業投資を最優先 

2. そのうえで利益および資金計画や実績に基づき配当水準の引き上げ 

3. 余剰資金が生じた場合には自己株式取得を機動的に実施 

としております。 

株主優待制度や長期保有株主向けの優遇施策につきましては、個人株主の皆様のご関心が高いテ

ーマであることは認識しておりますが、当社としては、こうした資本配分の基本方針のもと、幅広い

株主の皆様に公平に利益を還元する観点や、成長投資とのバランスを総合的に勘案し、現時点では

配当を中心とした還元を重視しております。 

なお、株主還元のあり方につきましては、今後も株主構成や市場環境の変化等を踏まえ、継続的に

検討してまいります。 
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事前質問 Q8 

日々に渡り丁寧な株主対応、ありがとうございます。取締役候補のうちプロパーの取締役候

補者(候補者番号 1 の方と 2 の方)の経歴が類似(経営戦略担当歴任)しています。最重要

分野故と映りますが、他分野の大部分の社員の方々の士気の低下(将来取締役になれない。

出世に天井あり)につながりかねず、業績に対してマイナスの影響があるものと推察します。

当該マイナスの影響への見解と対応方針を教えてください。 

A. 

当社の取締役候補者の選任にあたりましては、当社の経営の基本方針や経営戦略等の決定および

業務執行の監督に必要なスキル等（知識・経験・能力等）、ならびに多様性のバランスを踏まえ、いわ

ゆるスキルマトリックスの観点から総合的に判断しております。 

ご指摘のとおり、取締役候補者のうち社内出身の候補者 2 名において、経営戦略に関する経験が

共通して見られる点はございますが、スキルマトリックスにおいては「グローバルビジネス」「サイエ

ンス＆テクノロジー」「法務・リスクマネジメント」「財務・会計」など様々なスキルを特定しているほ

か、社内取締役の選任基準においては、「当社の事業運営に関する豊富な知識、経験及び高い実績

を有し、または、専門分野における経験・知識を活かし、当社の事業運営に的確・適切な意見・助言

を行うことが出来ること」としております。したがいまして、取締役候補者の選任は、個別の職務経

験のみで決定されるものではなく、特定の分野にキャリア機会が限定されるものではありません。 

当社としては、今後もスキルマトリックスに基づき、経営環境の変化に応じた最適な取締役会構成

を確保するとともに、多様な人材の育成・登用を通じて企業価値の向上につなげてまいります。 
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事前質問 Q9 

取締役が再任のみで若手が登用されていないのではないか？ 

A. 

当社の取締役候補者の選任にあたりましては、経営環境や戦略に照らして取締役会が全体として

備えるべきスキル等（知識・経験・能力等）を特定したうえで、スキルマトリックスの観点から最適な

構成となるよう総合的に判断しております。 

ご指摘の点につきましては、本年の候補者は結果として再任が中心となっておりますが、当該時点

において求められるスキル等との適合性を総合的に勘案した結果によるものです。 

一方で、当社としては、取締役会の実効性を維持・向上していくためには、経営の継続性の確保の

ほか、新たな視点や専門性を有する人材の登用も重要であると認識しております。 

今後も、スキルマトリックスの充足状況や経営環境の変化を踏まえつつ、継続性や多様性等のバラ

ンスを確保しながら、最適な取締役会構成を通じて企業価値の向上を図ってまいります。 
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事前質問 Q10 

監査等委員でない取締役候補者に女性が含まれていない理由を教えてください。 

A. 

当社の取締役候補者の選任にあたりましては、性別を含む多様性に加え、当社の経営の基本方針

や経営戦略等の決定および業務執行の監督に必要なスキル等（知識・経験・能力等）の観点から、ス

キルマトリックスに基づきバランスの取れた構成となるよう総合的に判断しております。 

ご指摘のとおり、本年の監査等委員でない取締役候補者に女性が含まれていない点につきまして

は、候補者の選任結果としてそのような構成となっておりますが、これは特定の属性によって候補

者を限定したものではなく、当該時点において求められるスキル等との適合性を総合的に勘案した

結果によるものです。 

一方で、当社においては、取締役会の実効性向上に向けて、ジェンダーを含む多様性の確保が重要

であると認識しており、監査等委員である取締役を含めた取締役会全体として、多様な視点を確保

する構成としております。 

今後につきましても、スキルマトリックスの充足状況および多様性の観点等を踏まえながら、適切

な取締役会構成のあり方について継続的に検討してまいります。 
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事前質問 Q11 

経営陣の代表である岡村直樹氏の人柄を知りたいです。座右の銘と好きな本を教えてくだ

さい。 

A. 

岡村直樹は、人や組織の本質に深い関心を持ち、対話を何より重んじる経営者です。岡村自ら社員

からの質問に直接答える「何でも訊いて（Ask Me Anything）セッション」を継続的に実施するなど、

社員一人ひとりの声に耳を傾けることを大切にしています。 

また、経営においては、「患者さんやそのご家族にとっての『価値』につながっているか」という問い

に対して、常に向き合い続けています。この一貫した姿勢が、意思決定の軸となっています。 

座右の銘は、「逆命利君」です。正しいと信じることであれば、困難な状況にあっても行動するとい

う覚悟を示す言葉であり、代表取締役社長 CEO に就任した現在も変わらず、この信念に基づいて

意思決定を行っています。 

趣味は読書で、日本の現代小説を中心に幅広く親しんでいます。伊坂幸太郎氏や村上春樹氏、東野

圭吾氏、最近は伊与原新氏や池井戸潤氏などの作品を愛読しており、とりわけ人間の価値観や選

択を丁寧に描いた物語に魅力を感じています。 

こうした「人を理解しようとする姿勢」と、患者さんの「価値」に基づいて判断する信念、そして対話

を重んじる姿勢が、社員一人ひとりを尊重しながら組織を前進させていく岡村の経営スタイルを形

づくっています。 
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事前質問 Q12 

第一三共とアステラスで購入を迷いました。特許の権利関係がアステラスは終わる可能性

が高いものがいくつかあり、バイオ医薬品が第一三共に多いと聞いたからです。鵜呑みにし

てはいますが、実際のところその部分に対する今後の見通しはありますか？ 

A. 

製薬企業においては、ご指摘のとおり特許満了に伴う独占販売期間の期間満了への対応は重要な

経営課題と認識しております。 

当社では、既存製品に加え、重点戦略製品の成長によって収益基盤を強化するとともに、研究開発

への継続的な投資によりパイプラインを拡充しています。そして 2029 年度以降は、そのパイプライ

ンが成長を牽引していく見通しです。 

これからも当社は、中長期的な成長基盤の確立にしっかり取り組んでまいります。 
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事前質問 Q13 

薬価を適正にすることが、貴社の事業を持続可能にすることに繋がると存じます。国等に対

して、薬価を適正に保つ（過度な引き下げを抑制する）ように申し入れ等はされていますで

しょうか？ 

A. 

日本市場に関するご質問として回答申し上げます。薬価は、患者さんに医薬品を安定的にお届けす

るうえで重要な制度であり、同時に、企業が新しい医薬品の研究開発を続けていくための基盤であ

ると認識しています。 

当社は、より良い治療法を患者さんにお届けするために、研究開発への継続的な投資を重視してい

ます。そのためには新しい医薬品の価値が適切に評価され、海外から見ても適切な価格水準で薬

価が決められる予見可能性が高い環境が重要であると考えています。  

こうした考えのもと、当社は製薬業界の団体活動などを通じて、医療制度や薬価制度の改善に向け

た提案や関係者との意見交換などを行っています。 

一方で、薬価制度は国民医療全体の持続性や、患者さんが必要な医療を受けられる環境とのバラ

ンスの中で決められている側面もあります。当社としてもこうした点を踏まえながら、引き続き関

係者との対話を重ね、患者さんに価値のある医薬品を継続的にお届けできるよう努めてまいりま

す。 

今後ともご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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事前質問 Q14 

中華人民共和国政府に収監されている社員の解放についての進捗状況と今後の対応と見

通しについて経営者の見解をお聞きしたい。 

A. 

当社としては、当該社員の状況を大変重要な問題と認識しており、社員の健康および安全の確保を

最優先として、関係各所と連携しながら対応を継続しております。 

一方で、本件は個別事案であり、また関係当局との対応や社員のプライバシーにも関わる事項であ

ることから、進捗や見通しの詳細については、回答を差し控えさせていただいております。 

当社としては、引き続き関係機関とも連携しながら、適切に対応してまいります。 
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事前質問 Q15 

新規、新薬の開発は、どうですか 

A. 

当社では、新しい医薬品の開発を最も重要な取り組みの一つと位置づけ、積極的に研究開発を進

めています。 

現在、がん、眼科、神経疾患などを中心とした複数の領域においてパイプライン（開発品）を保有し

ており、臨床試験の進展など着実な成果も出てきています。  

また、当社では「Focus Area アプローチ」という独自の研究開発戦略のもと、病気の原因となる仕

組み（バイオロジー）を深く理解したうえで、最適な治療手段を選択し、新薬の創出に取り組んでい

ます。  

今後については、複数の開発プロジェクトが期待通りに進めば、2029 年度頃から新薬が売上に貢

献し、当社の成長を支えることを期待しています。 

引き続き、患者さんにとって価値のある新しい治療を一日でも早くお届けできるよう、研究開発に

注力してまいります。 
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事前質問 Q16 

人材戦略について、障害者の雇用率はどれくらいなのでしょうか？また雇用の拡大への取

り組みなどされていれば教えてほしい 

A. 

当社では、多様な人材が活躍できる環境づくりを重要な経営課題の一つと位置づけ、ダイバーシテ

ィ＆インクルージョン*の取り組みを推進しております。 

障がい者の雇用率につきましては、国内連結ベースで 2025 年度は約 2.95％となっており、法定雇

用率を上回る水準で推移しております。  

また、障がいのある方が能力や適性に応じて活躍できる職場環境を整備することを重要と考えて

おり、就労環境の整備や業務の創出など、雇用の拡大および定着に向けた取り組みを進めておりま

す。  

具体的には、専用の職場（グリーンサプライ支援室）を設置し、業務内容を工夫することで、一人ひ

とりの特性に応じた働き方ができる環境づくりに取り組んでおります。また、IT の活用などによる

働きやすい環境の整備も進めています。  

当社は、今後も多様な人材がそれぞれの力を発揮できる職場づくりを推進し、誰もが活躍できる企

業を目指してまいります。 

 

*さまざまな背景をもつ人々が企業や組織で一体となり、多様な人材が尊重され活躍できる状態を

目指す動き 

 

  



 

©2026 ASTELLAS PHARMA INC. AND ITS AFFILIATES. 

事前質問 Q17 

人材の採用と育成についてどのような取り組みをしていますか？ 

A. 

当社では、持続的な成長の実現に向けて、人材の採用と育成を重要な経営基盤の一つと位置づけ、

さまざまな取り組みを進めております。 

まず採用においては、グローバルで競争力のある採用活動を行い、専門性の高い人材や新たな知

見・能力を有する人材の確保に努めています。また、社員が自らキャリアを選択できる仕組みとし

て、社内公募制度を整備し、世界中のポジションに応募できる環境を整えています。 

人材育成においては、研修に加えて実務を通じた成長を重視し、個々の能力や志向に応じたキャリ

ア形成を支援しています。さらに、リーダーシップ開発プログラムやグローバル共通の研修を通じ

て、将来の経営を担う人材の育成にも取り組んでいます。 

また、従業員が安心して能力を発揮できるよう、意見を発信しやすい企業文化の醸成や、働きやす

い環境づくりにも注力しています。 

当社は今後も、人材への投資を通じて組織の力を高め、イノベーションの創出と企業価値の向上に

つなげてまいります。 
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事前質問 Q18 

弱みを補強する為に国内ベンチャー企業、例えばアンジェス等を買収する戦略はあります

か？ 

A. 

当社では、持続的な成長を実現するために、研究開発の強化に加え、外部との連携や事業開発

（BD：Business Development）も重要な取り組みの一つと位置づけています。 

具体的には、外部の技術やパイプラインの導入、共同研究、必要に応じた提携や買収など、さまざま

な手段を活用しながら、自社の強みを補完し、成長機会の拡大を図っています。 科学的な魅力度や

戦略合致性を判断基準とし、当社とビジョンを共有するパートナー候補企業を世界中で探索してい

ます。この中には日本のベンチャー企業も含まれます。 

一方で、個別の企業名を挙げた投資や買収の検討状況については、戦略上お答えを差し控えさせ

ていただきます。 

なお、当社としては、患者さんへの「価値」創出につながるかどうかを最も重要な判断軸として、今

後も規律ある投資と事業開発を進めてまいります。 
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事前質問 Q19 

2023 年にプレスリリースのあった Cullgen 社との提携について、同社の技術は注目に

値すると思い、本提携にも注目しているが、その後の進捗の情報があまりないため、現在の

状況と今後の予定について伺いたい 

A. 

当社は、革新的な新薬の創出に向けて、社内研究開発に加え、外部の優れた技術や知見を取り込む

取り組みも積極的に進めております。Cullgen 社とのタンパク質分解誘導剤創出に向けた共同研究

および独占的オプション契約は、こうした取り組みの一環として締結したものです。  

個別の提携案件の詳細については、研究開発の競争環境や知的財産等の観点からお伝えできる内

容は限られておりますが、当社としては、今後もこうした外部連携も活用しながら、パイプラインの

強化を進め、将来的な新薬創出につなげていくことを目指しております。  

今後も、重要な進展があった場合には適時適切な情報開示に努めてまいります。  
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事前質問 Q20 

利益率改善での AI の活用状況（創薬および会社機能の合理化）およびそれに伴う人員の削

減予定（特に事務系人員）について報告願えれば 

A. 

当社では、研究開発および事業運営の双方において、デジタル技術や AI の活用を進めています。 

創薬の分野では、データ解析や創薬プロセスの効率化などを通じて、研究開発の生産性向上や新

たな治療法の創出につなげることを目指しています。また、社内業務においても、データ活用やデ

ジタル化を進めることで、業務の効率化や意思決定の迅速化を図っています。 

こうした取り組みは、コスト構造の最適化や事業基盤の強化にも寄与するものと考えております。 

一方で、人員については、単純な削減を目的とするのではなく、成長に必要な分野へ人材を適切に

配置していくことを基本方針としています。実際に当社では、組織の効率化や役割の見直しを進め

ると同時に、専門性の高い人材の採用・育成にも取り組んでおります。 

今後も事業環境の変化に応じて、最適な人員体制を構築してまいります。 
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事前質問 Q21 

事業戦略策定に AI を活用していますか？活用している場合、戦略の他社との差別化・独自

性の確保にどのように取り組んでいるのか説明願いたい。 

A. 

当社では、AI を経営の重要なケイパビリティの一つと位置づけ、事業戦略策定をはじめとする経営

の各領域において、段階的かつ実用的な活用を進めております。  

事業戦略策定の領域においては、市場動向や競合環境の分析、パイプライン・ポートフォリオ評価、

シナリオプランニング等に AI やデータ分析技術を活用し、経営陣の意思決定を支援する基盤として

用いております。最終的な戦略判断は経営陣の責任において行うことを基本としつつ、データに基

づく示唆を意思決定に取り込むことで、判断の迅速化と質の向上を図っております。  

戦略の差別化・独自性の確保につきましては、以下の三つの観点から取り組んでおります。  

第一に、当社独自の研究開発戦略である「Focus Area アプローチ」との組み合わせです。バイオロ

ジー、モダリティ・テクノロジー、疾患の三要素から導かれる独自の研究領域選定と AI を掛け合わ

せることで、汎用的な AI 活用に留まらない、当社固有の価値創出を目指しております。  

第二に、長年にわたり蓄積してきた研究開発データおよび専門知見との融合です。AI の性能は学

習データと適用領域の専門性によって大きく左右されることから、当社が有するデータ資産と研究

者・専門家の知見を組み合わせることで、外部汎用 AI だけでは到達し得ない独自の示唆と仮説生

成を実現しております。  

第三に、人材と組織のケイパビリティ強化です。AI 技術の進化を最大限に活用するためには、それ

を使いこなす社員一人ひとりのリテラシー向上が不可欠であると認識しており、全社的なデジタ

ル・AI 人材育成および活用文化の醸成に取り組んでおります。  

なお、AI の活用にあたっては、外部の先進的な AI を積極的に取り込みつつ、当社固有の領域につ

いては社内ケイパビリティも蓄積していくという両面のアプローチを採っております。特定の方向

に決め打ちせず、変化の速い環境に柔軟に対応できる体制を志向しております。  

また、規制産業に属する当社といたしましては、責任ある AI 利用も重要なテーマと認識しており、

人による検証・最終判断、データガバナンス、規制適合等の枠組みのもとで活用を進めております。 

今後も、AI と人の知見を組み合わせながら、患者さんへの「価値」創出と持続的な企業価値の向上

につなげてまいります。 
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会場出席株主様からの質問 (会場質問) 

会場質問 Q1 

経営計画 2026 における Primary Focus がん免疫の今後の進展、CAR-T を含む細胞

医療の位置づけ、外部技術の取り込みやアカデミアとの連携を含む提携・導入・共同研究の

可能性について教えてください。 

A. 

当社は、がん免疫を経営計画 2026 における Primary Focus の一つとして位置づけており、既に上

市済みの製品と上市を目指す開発パイプライン上の開発品を有機的に連携させることでフランチャ

イズの構築を進めています。 
例えば、下記スライドに示すように、CLDN18.2 を標的とする VYLOY に加え、同一標的を対象とす

る ASP2138 や ASP546C といった開発品を組み合わせるほか、前立腺がん領域においては

XTANDI に加えて、がん免疫の考え方を取り入れた VIR-5500 の開発を進めるなど、当社の強みを

活かした研究開発を推進しています。 

一方、細胞医療については、Xyphos の買収により獲得した ACCEL™技術*を基盤として開発を進

めてきましたが、現時点の知見を踏まえ、当面は、がん免疫 Primary Focus における応用は想定し

ておりません。今後も、腫瘍微小環境への対応を含め、有望な標的やモダリティについては引き続

き慎重に検討してまいります。 

また、事業開発については、当社の強みを活かして外部アセットの価値を高める価値付加型事業開

発を推進していきます。一定程度リスクが低減された技術やアセットについては、アカデミアやスタ

ートアップ企業も含め、柔軟に提携や導入、共同研究を検討してまいります。これらの取り組みを支

えるため、必要な戦略的投資枠も確保しています。 

*ACCEL: CAR（Chimeric Antigen Receptor:キメラ抗原受容体）－細胞療法に関する技術プラット

フォーム 
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がん

泌尿器がん

消化器がん

肺がん

その他

眼科

神経筋疾患
および神経疾患

Primary Focus

(i)ADC：（免疫刺激性）抗体-薬物複合体、G/GEJ：胃/食道胃接合部、mRNA：メッ
センジャーRNA、NSCLC：非小細胞肺がん、PDAC：膵腺がん、PoC：コンセプト検
証、TCE：T細胞エンゲージャー、TPD：標的タンパク質分解誘導剤

2030年代半ばにおける

パイプライン
売上ポテンシャル：

約1兆円

• がん免疫

• 標的タンパク質分解誘導

• 遺伝子治療

• 再生と視力の維持・回復

価値付加型
事業開発

成長加速に向けた研究開発投資 26-30年度

10件以上の第Ⅲ相/ピボタル試験を開始

• 27年度までに5件以上の第Ⅲ相/ピボタル試験

パイプライン： 2029年度からの成長をパイプラインで牽引

26-27年度に第Ⅲ相/
ピボタル試験開始予定
29年度以降に上市予定

26-27年度に
臨床PoC見極め予定

Claudin 18.2標的治療

前立腺がん

網膜疾患

ASP5541

ASP5834

VIR-5500

ASP2998

ASP2020

ASP1002

ASP2138
G/GEJ

setidegrasib
NSCLC

ASP546C
G/GEJ

ASP7317

AT845

ASP2246

ASP2957

setidegrasib
PDAC

ASP2138
PDAC

ASP546C
PDAC

iADC

低分子

ADC ADC

TPD TPD

TCETCE

TCE

TPD

TCE

mRNA

細胞 細胞

遺伝子 遺伝子

Pre-PoC PoC達成 上市第Ⅲ相/ピボタル

1. 経営計画2026 概要 2. VALUE Delivery 3. VALUE Creation 4. キャッシュアロケーション 5. 成果を生み出す組織

• ベース： 平均20%（対売上収益）

• 追加投資： 最大5%

第Ⅲ相/ピボタル試験の数は適応症ベース、重点戦略製品のライフサイクル
マネジメントは含めない
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会場質問 Q2 

XTANDI の独占販売期間満了に伴う収益減少と、それを補う今後の製品成長に関して教

えてください。 

A. 

当社の重要な戦略製品である XTANDI については、独占販売期間の満了に伴う収益への影響が見

込まれますが、これは地域ごとに段階的に発生する見込みです。具体的には、2027 年に米国、2028
年に欧州、2029 年に日本で順次独占販売期間が満了する予定であり、これに伴い売上は徐々に減

少していくことを想定しています。 

一方で、当社は複数の重点戦略製品の成長により、XTANDI の売上減少を補完していく方針です。

これらの製品は今後数年間で大幅な成長を見込んでおり、さらに 2029 年度以降は現在開発中の

パイプラインからの売上貢献も加わることで、持続的な成長の実現を目指しています。 

また、収益構造の面では、XTANDI の米国売上に関しては Pfizer との契約に基づくコプロモーショ

ン費用が発生する一方、重点戦略製品は相対的に収益性が高いことから、製品構成の変化に伴い

収益性の改善も見込まれます。これにより、研究開発投資とコア営業利益の拡充を両立し、中長期

的な企業価値の向上を図ってまいります。 
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1. CSP2026 Overview 2. Cash Generation 3. Pipeline-led Growth 4. Cash Allocation 5. How We Deliver

重点戦略製品：PADCEV、IZERVAY、VYLOY、VEOZAH、XOSPATA . 2026年度の為替レート（想定）：1ドル151円、1ユーロ180円、2027年度以降の為替レート（想定）：1ドル150円、1ユーロ155円

1. 経営計画2026 概要 2. VALUE Delivery 3. VALUE Creation 4. キャッシュアロケーション 5. 成果を生み出す組織

過去最高の売上収益
（2030年代半ば）

売上収益の見通し： パイプライン主導により、さらなる成長へ

売
上
収
益

時間

重点戦略製品

パイプラインXTANDI

成熟製品

アステラス ー
持続的な成長企業

• 高い収益成長による
キャッシュの創出

• パイプライン主導による
成長の加速

• 規律ある
キャッシュアロケーション

• 全社的な生産性向上

パイプライン主導による
成長起点

（2029年度）

イメージ図

売上収益2.2兆円
（2026年度）
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重点戦略製品

損益構造の見通し： 重点戦略製品の拡大により、収益性を向上

約23% 50% 以上
XTANDI ＋
その他製品

50%

XTANDI ＋
その他製品

売上収益の製品構成

重点戦略製品

コア営業利益＋
研究開発費
（対売上収益）

2025年度の為替レート（実績）：1ドル151円、1ユーロ175円、2030年度の為替レート（想定）：1ドル150円、1ユーロ155円

1. 経営計画2026 概要 2. VALUE Delivery 3. VALUE Creation 4. キャッシュアロケーション 5. 成果を生み出す組織

コア営業利益＋
研究開発費
（対売上収益）

約40%

損益構造

2030年度

販管費＋
売上原価

コア営業利益

30%

研究開発費

20%

XTANDI
共同販促費用

イメージ図

2025年度

販管費＋
売上原価

コア営業利益

26%

研究開発費

15%

XTANDI
共同販促費用
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会場質問 Q3 

議決権を郵送で行使しましたが、その後、一部の取締役候補者が辞退されたとの説明があ

りました。辞退した候補者も含めて投票している株主に対し、株主総会の場で変更を説明す

るという対応について、どのように考えていますか。 

A. 

当初、当社としては、アンドレアス ブッシュ氏について引き続き社外取締役候補者とする予定でし

たが、株主総会に諮る議案の取締役会決議直前に辞退の申し出がありました。当社としては、辞退

の事実を確認後、指名委員会および取締役会における決議を経て、速やかに開示を行っています。 

手続面においては適切に対応したものと考えておりますが、招集通知の校了から株主総会開催ま

での期間が限られる中での対応となり、結果として株主の皆様にはご不便をおかけすることとなり

ましたことについては大変遺憾に考えております。 

今後は、同様の事態が生じないよう、より一層の事前調整に努めてまいりますので、ご理解賜りま

すようお願い申し上げます。 
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会場質問 Q4 

経営計画における想定為替レート（151 円/ドル）と足元の為替水準との乖離が、経営計画

や今後の研究開発投資に与える影響について、どのように考えていますか。 

A. 

経営計画 2026 における想定為替レートについては、足元の為替水準と比較すると円高の前提とな

っていますが、現在(株主総会当日 2026 年 6 月 19 日時点)の為替は円安方向で推移していること

は認識しています。 

当社の事業は海外売上比率が高いことから、為替が円安に振れた場合には、短期的には円ベース

の売上および利益が増加する傾向にあります。 

一方で、経営計画 2026 は、経営計画 2021 の振り返りや 2024 年・2025 年の業績などを踏まえ、一

定の時間をかけて策定した中期計画であり、為替前提についても特定時点の水準に都度合わせて

変更するのではなく、一定の中長期的な視点に基づいて設定しています。このため、経営計画期間

中の為替前提と実際の為替水準は必ずしも一致しない場合があります。 

なお、単年度の業績予想については、足元の為替動向を反映した前提を用いて策定しており、外部

環境の変化に応じて機動的に対応しています。今後も為替動向を注視しながら、適切に対応してま

いります。 
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会場質問 Q5 

重点戦略製品の売上構成について、日本、米国、欧州、中国およびその他地域の比率の現状

と、2030 年に向けた見通しを教えてください。 

A. 

重点戦略製品 5 製品を合計したベースで大まかに申し上げると、足元では米国の構成比がおおよ

そ 6 割前後、欧州が 1 割台半ば程度、日本が 1 割程度、そのほかの地域が残りを占める構成となっ

ています。 

一方、XTANDI 等を含む全社ベースの売上構成では、現在、米国が 4 割台半ば、欧州・カナダ等を含

むエスタブリッシュドマーケットが 2 割台半ば、日本が 1 割強、中国が約 5%、その他地域が 1 割程

度となっています。 

今後については、XTANDI の独占販売期間満了に伴い、XTANDI の構成比が高い米国および欧州

の比率は徐々に低下し、日本および中国の比率は相対的に上昇する方向を想定しています。 

なお、重点戦略製品については、引き続き米国が最大の市場であるという見方に大きな変化はあ

りません。 
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会場質問 Q6 

半導体や AI 関連銘柄に投資資金が集中する中で当社の株価はそれに連動しておらず、成

長戦略が半導体や AI 関連銘柄の魅力を上回っていないようにも見えます。こうした市場環

境の中で、成長戦略に対する評価や、その持続性についてどのように考えていますか。 

A. 

株価は短期的にはさまざまな要因によって変動するものであり、その個別の動向について詳細な

コメントは差し控えさせていただいております。 
一方で、当社が属する医療用医薬品の分野は、研究開発に長期間を要し、かつ成功確率も高いとは

言えないなど、リスクとリターンの特性が他産業とは異なるものと認識しています。 

足元では、半導体や AI 関連分野の成長に伴う株価上昇と比較して、当社株価が相対的に追随して

いない側面があることは事実と考えていますが、当社の株式は、当社の中長期的な事業計画や戦

略をご評価いただいたうえで保有されているものと認識しています。 

また、医薬品事業は、知的財産の満了に伴い売上が大きく変動する特性があり、XTANDI に見られ

るように、個別製品の収益は一定期間後に減少する可能性があります。このため、既存製品の価値

最大化に加え、継続的な研究開発を通じて新たな製品を創出し続けることが成長の前提となりま

す。 

当社は、上市済みの製品から創出されるキャッシュを研究開発に再投資し、将来の成長につなげる

という戦略を採っています。研究開発には不確実性が伴うものの、規律ある投資配分により、成功

確率と患者さんへの価値の双方を高める取り組みを進めています。 

今後も、こうした産業特性や長期的な視点を踏まえた経営を着実に実行してまいります。 

  



 

©2026 ASTELLAS PHARMA INC. AND ITS AFFILIATES. 

会場質問 Q7 

2021 年の経営計画では、時価総額 7 兆円という水準が示されていたと思います。現状を

踏まえ、いつ頃の達成を想定しているのか教えてください。 

A. 

経営計画 2021 を発表した際にお示しした時価総額 7 兆円については、当社が直接の目標として掲

げたものではなく、当時提示した成果目標をすべて達成できれば、株式市場から 7 兆円程度の企業

価値として評価いただけるのではないか、という趣旨で示したものです。 

当社は、企業価値は、足元の利益、将来の成長、そして株主様をはじめとするステークホルダーの皆

様からの信頼という三つの要素の掛け合わせで決まっていくと考えています。 

経営計画 2021 を振り返ると、2025 年度時点での利益水準については概ね当初の想定に沿った進

捗となった一方で、パイプラインの進展に関しては、経営計画策定時点で比較的進展していたプロ

グラムの一部が想定どおり進まなかったことなどにより、当初期待していた将来の成長性に対する

見方は変化しています。その結果、XTANDI の独占販売期間の満了で売上収益が下がってくる状況

を招いてしまった、と評価しております。 

また、一部製品のピーク時売上予想が当初見通しと大きく異なったことで、ステークホルダーの皆

様からの信頼を損なった時期もありました。現在は、計画を着実に実行し、その実績を積み重ねる

ことで、信頼回復にも努めています。 

なお、時価総額 7 兆円の達成時期について現時点で具体的にお示しすることは控えますが、経営計

画 2026 を着実に実行することにより、収益性の向上およびパイプラインの進展を実現し、中長期

的に企業価値の向上とともに当該水準に近づいていくことを目指してまいります。 
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バーチャル出席株主様からの質問 （バーチャル会場質問） 

バーチャル会場質問 Q1 

経営計画２０２１には組織健全性目標がありましたが、経営計画２０２６にはそれに相当する

ものがないように見えます。人事面でどのような戦略を考えていますか。 

A. 

経営計画 2021 においては、「組織健全性目標」を掲げ、組織・制度・カルチャーの変革に取り組んで

きました。その結果、2020 年度と比較して組織の生産性は約 2.2 倍に向上し、グローバル・エンゲー

ジメント・サーベイ*のスコアも 3 ポイント改善するなど、組織基盤の強化が進んだと認識していま

す。 

これを踏まえ、経営計画 2026 における人事戦略では、経営戦略との連動を一層強化する方針とし

ています。具体的には、刷新した価値観および行動のさらなる浸透を図るとともに、引き続き生産

性向上やエンゲージメントの強化に取り組んでいきます。 

なお、経営計画 2026 では「組織健全性目標」としての独立した指標は設定していませんが、人事戦

略は引き続き経営計画の中核要素であり、今後も事業の成長を支える重要な取り組みとして推進

してまいります。 

 

*年に 1 回、グローバルの全従業員を対象に実施している調査。経営計画 2021 期間中は、従業員の

エンゲージメント及び組織健全性目標への取り組みの進捗を確認。 
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バーチャル会場質問 Q2 

IVERIC Bio 社を買収した際に負債が発生したということですが、どのように返済する計

画なのでしょうか。 

A. 

Iveric Bio 社の買収に伴い、有利子負債は約 7,900 億円増加しました。当該負債については、資金

効率の改善を通じた圧縮を進めてきました。 

その結果、財務健全性を示す指標の一つである Gross Debt/EBITDA 倍率*は、2023 年度末の 3.43
倍から、2025 年度末には 1.09 倍まで改善しています。これにより、財務健全性の早期回復を実現

したと認識しています。 

今後も、財務規律を維持しながら、適切な資本配分を通じて、持続的な成長と財務健全性の両立を

図ってまいります。 

 

* 負債に対する返済能力の目安。一般的に、この倍率が高いほど、収益規模に対して負債水準が高

い状態を意味する。 

Gross Debt＝有利子負債＋リース負債・退職給付に係る負債等 

EBITDA＝税引前利益＋償却費（無形資産（ソフトウェア等含む））＋減価償却費（有形固定資産）＋

支払利息＋その他の費用 
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バーチャル会場質問 Q3 

2025 年度決算の売上、利益、利益率に対して株価は低すぎると思います。株価アップのた

めの施策はありますか。業績の向上を図るのは最低条件ですが、それ以外に株価対応策は

行う予定は有るのか、無いのか。あるとすれば具体策をお示しください。無い場合は、対応

策を行うよう要望致します。 

A. 

当社は、株価、企業価値は、足元の利益、将来の成長、そして株主様をはじめとするステークホルダ

ーの皆様からの信頼という三つの要素の掛け合わせで決まっていくと考えています。 

足元の利益については好調に推移している一方で、XTANDI の売上減少が見込まれる中、今後は

継続的な利益成長の確保が課題となります。 

このような中で株価を支え、向上させていくためには、将来の成長を実現していくことが重要であ

り、その中核はパイプライン開発の加速と成功にあると考えています。また、計画としてお示しした

内容を着実に実行し、実績を積み上げていくことにより、当社に対する信頼を高めていくことも重

要な要素であると考えています。 

当社としては、経営計画 2026 のもとで、年度単位・四半期単位での着実な業績の積み上げに加え、

研究開発の進展を通じ、有望な化合物をより早期に開発することによって、株価の向上につなげて

いきたいと考えています。 

また、株主還元については、年間 2 円の増配を継続する方針としていますが、配当のさらなる充実

や自己株式取得に関するご意見も踏まえ、今後の利益水準や資金計画を勘案しながら、適切な方

策を検討してまいります。 
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バーチャル会場質問 Q4 

社外取締役候補者アンドレアス ブッシュ氏辞任の理由および人員補填について、ご説明く

ださい。 

A. 

辞退の理由については本人からの申し出によるものです。 

当社としては、取締役会の人員構成にあたり、多様性を重視しています。ここでいう多様性は性別

に限らず、国際性、専門性、経験などを総合的に勘案するものであり、取締役会全体としてバランス

の取れた構成となるよう候補者を選任しております。 

今回については、辞退の申し出が株主総会直前であったことから、十分な選任プロセス（候補者と

の面談、人物や誠実性、独立性の確認等）を経て新たな候補者を選任することができず、当期中の

選任は見送ることとなりました。 

今後については、来年度に向けて時間をかけ、適切な候補者の選任を進めてまいります。 
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バーチャル会場質問 Q5 

経営計画 2021 でパイプライン価値が未達となった主因は何でしょうか。経営計画 2026

では、どの KPI を新たに設定し、どの段階で進捗を開示するのでしょうか。 

A. 

経営計画 2021 においてパイプライン価値が未達となった主な要因は、計画開始時点で既に後期段

階にあった一部の開発プログラムが想定どおりに進展しなかったことにあると考えています。一方

で、研究開発組織の変革や規律の強化、生産性向上に取り組んできた結果、足元では複数の臨床

Proof of Concept を達成するなど、パイプラインの進展・拡充が進んでいます。 

経営計画 2026 においては、パイプライン主導での成長を実現するための重要な指標の一つとし

て、2030 年度までに 10 件以上の第 3 相試験（ピボタル試験*）を開始することを掲げています。こ

れは、将来の製品化に向けた最終段階の臨床試験を着実に進めることを意味します。 

また、これらの試験開始を特定の年度に集中させるのではなく、可能な限り前倒しで進める方針と

しており、2027 年度までにそのうち半数程度を開始することを目指しています。こうした取り組み

により、2029 年度以降にパイプラインによる成長が本格化する基盤を構築していきます。 

 

*承認を得るための最終的な臨床試験 
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バーチャル会場質問 Q6 

新薬開発において、AI の活用は現在、どの程度で、将来的にどの程度となりそうですか?

開発の加速となりそうですか。 

A. 

まず創薬の過程においては、AI の活用をすでに進めており、多くの場面で活用が始まっています。

例えば、NVIDIA 社のプラットフォームを用いた AI スーパーコンピューティングシステム「Tokyo-1」
を導入し、主に低分子創薬において活用しています。これにより、従来平均で約 2 年を要していた

新薬候補の同定を、約 7 カ月程度まで短縮できるようになっており、すでに臨床試験段階に進んだ

化合物もあります。 

また、抗体などの大型分子医薬に関しても、プロテインステーションと呼んでいる AI 活用型の自動

化システムの導入を進めており、創薬のさらなる効率化・加速化を図っていく考えです。 

一方、臨床開発の段階においても、AI 技術の活用を進めています。例えば、Evinova との提携を通

じて、臨床試験のプロトコル作成に AI を活用する取り組みを開始しており、さらにリアルワールド

データを活用した試験施設や責任医師の選定などにも応用が進んでいます。これにより、患者リク

ルートの効率化や試験の推進につなげていくことを目指しています。 

このように、創薬から臨床開発に至るまで AI の活用を拡大しており、今後も開発の効率化および

加速に寄与するものと考えています。 
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バーチャル会場質問 Q7 

中国本土への出張や、香港を経由した海外移動に関して、現地における安全リスクや規制環

境の変化等を踏まえ、従業員の安全確保や事業継続の観点からどのような対応を講じてい

ますか。また、必要に応じて渡航の回避やルート変更、事業運営や供給体制への影響評価な

どのリスク管理について、どのように検討されていますか。 

A. 

当社は、中国を含む各地域における地政学リスクに関して、外部専門家の知見も踏まえ、発生可能

性や想定シナリオ、当社事業への影響等を継続的に分析・評価しております。これらの評価結果や

最新の動向に基づき、事業戦略の最適化を図るとともに、従業員の安全確保を最優先に事業運営

を行っております。 

また、当社は革新的で信頼性の高い医薬品の提供を通じて、世界中の患者さんの健康に貢献する

ことを使命としており、事業展開国において特定の地域ごとに一律の対応を行うのではなく、患者

さんに必要な医薬品を適切にお届けすることを基本方針としております。 

加えて、地政学リスクは発生時期や地域の特定が困難であることを踏まえ、サプライチェーンの多

元化や各種リスク低減策を講じることにより、医薬品の安定供給の確保に努めております。 
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バーチャル会場質問 Q8 

SMT（Sustainable Margin Transformation）、コストの最適化は必要な事と認識

しています。一方で社員のモチベーションや帰属意識等に影響があると想定されます。エン

ゲージメントサーベイの結果も含め状況を説明ください。 

A. 

グローバル・エンゲージメント・サーベイ*については、社員が主体的に会社の課題に取り組もうとす

る意欲を測る指標として活用しています。これまで 70 前後で推移してきましたが、直近では 73 と

なり、改善が見られています。今後もさらなる向上を目指していきます。 

一方で、当社としては今後も変革の取り組みを継続し、その内容や範囲は拡大していくと考えてい

ます。その中で重要となるのは、社員が変革の内容を理解し、納得感を持って取り組めるようにす

ることであり、コミュニケーションの充実が鍵であると認識しています。 

このため、経営計画 2026 の公表後には、岡村社長自らが社員に直接説明を行う機会を複数回設

け、グローバルでの電話会議等を通じて広く情報共有を行ってきました。また、社員からの質問や

意見に対しては、一つ一つ丁寧に対応しています。 

今後も、こうした取り組みを通じて社員の理解と納得を高め、変革への主体的な参画を促していき

ます。変革の過程においては厳しい局面も想定されますが、経営およびリーダーが社員一人ひとり

と向き合い、尊重をもって対応することが重要であると考えています。 

 

*年に 1 回、グローバルの全従業員を対象に実施している調査。経営計画 2021 期間中は、従業員の

エンゲージメント及び組織健全性目標への取り組みの進捗を確認。 
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バーチャル会場質問 Q9  

近年の創薬は競争の激化により、さらなる成長を遂げるための革新が求められています。そ

こで、国外の先進的な情報を持つ研究機関ならびに御社の国外の研究拠点との連携のため

に、品質面も踏まえて、日本国内で研究目的に使用される動物を海外資本の会社の動物の

みとすることを提案させていただきます。 

A. 

当社は、医薬品をヒトに投与するにあたり、ヒトの安全性と有効性を最も適切に予測できる非臨床

試験を科学的根拠に基づき選択することを基本方針としています。  

動物実験の実施に際しては、各国の法令や規則を遵守するとともに、国際的に認められた基準・指

針に準拠して行っており、4R（Refinement：苦痛の排除、Reduction：使用数の削減、Replacement：
代替法選択の可能性の検討、Responsibility：実験の意義があるかどうかの検証）の原則の遵守に

努めています。また、医薬品の承認申請においては規制当局の要件も重要な考慮事項となります。 

こうした背景から、研究目的に使用する動物は、科学的妥当性、品質および安定供給、動物福祉へ

の配慮、ならびに規制要件等を総合的に評価したうえで、適切な調達先を選択することが重要であ

ると考えています。 

当社は、今後も動物実験の適正な実施に努めてまいります。 
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バーチャル会場質問 Q10 

未知の感染症に対応した研究、あるいは創薬分野で、他社との関係で差別化できる特徴点

はあるのでしょうか。 

A. 

当社は、アンメットメディカルニーズが高い領域で意義のあるアウトカムをもたらすことを目的とし

て、Focus Area アプローチと呼ぶ独自の研究開発戦略を採用しています。Focus Area アプローチ

は、バイオロジー、モダリティないしテクノロジー、そして疾患の三つの要素で構成されています。ま

ずは、疾患との関連性が強いバイオロジーと患者さんへの影響を深く理解することから始まりま

す。次に、そのバイオロジーの特徴に合った最適なモダリティやテクノロジーを選択し、最も恩恵を

受けると想定される疾患や患者さんに適用します。  

当社は過去に感染症領域の創薬に取り組み、ミカファンギン（製品名ファンガード）をはじめとした

製品ならびに Focus Area アプローチに基づいた次世代ワクチンや新たなモダリティを活用した感

染症治療薬等の研究開発を進めてまいりました。現在は感染症領域を対象とした創薬研究を実施

していませんが、Focus Area アプローチは、研究開発の対象をあらかじめ特定の疾患に限定する

考え方とは異なります。研究開発に取り組む疾患領域については Focus Area アプローチの考え方

に基づき、適切に判断してまいりますし、そのアプローチが差別化に繋がると考えています。  
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バーチャル会場質問 Q11 

安川電機との協業による細胞培養の AI ロボティクス化の最近の報道を興味深く見ていま

す。可能性があるならば経営資源を更に投じ、細胞・遺伝子治療に特化した CDMO*事業に

本格参入するお考えはあるでしょうか。アステラスのこれまでのこの領域での経験を生かせ

ば、LOE**リスクに常に晒される創薬事業を補完すると共に、ドラッグロス・ラグの解消や

細胞・遺伝子治療の低コスト化・低価格化に貢献できるのではないでしょうか。 

A. 

2025 年 9 月、当社と株式会社安川電機は、合弁会社であるセラファ・バイオサイエンス株式会社（以

下、セラファ社）を設立しました。 

セラファ社は、アステラスの再生医療に関する専門性と製造能力に、安川電機の先進ロボティクス

および AI 技術を組み合わせ、最先端の細胞医療製造プラットフォームを構築します。ヒューマノイド

ロボット「まほろ」を活用して精度・再現性の高い製造プロセスを開発し、AI を用いてそのプロセス

を最適化、実際の製造を行うことで、再生医療の実用化を目指します。これまでに実現しなかった

治療法が患者さんに届く成功確率を上げ、より早く届けることに取り組みます。 

セラファ社の特徴は、従来の CDMO サービスにとどまらない「PRDMO モデル」です。これは、顧客

のプログラムを患者さんに届けるまでともに伴走する Partnership（協働）を、Research（研究）、

Development（開発）、Manufacturing（製造）に対して提供する Organization（機関）を意味していま

す。初期段階からパートナーと緊密に連携し、技術的能力だけでなく、薬事、グローバル市場展開、

業界ネットワーキングなどの機能も発揮しつつサービスを提供します。 

すでに、外部パートナーから業務を受託しており、今後、以下の事業展開を計画しています。 

• 2027 年度後半までに GMP 製造サービスの提供を開始予定 

• 2029 年度〜2030 年度に海外拠点を設立予定 

 

*CDMO: 医薬品開発製造受託機関 

**独占販売期間満了 
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バーチャル会場質問 Q12 

株価低迷に関して、業績の向上を図るのは最低条件ですが、それ以外に株価対応策は行う

予定は有るのか、無いのか。あるとすれば具体策をお示しください。無い場合は、対応策を

行うよう要望致します。ご回答、宜しくお願いします。 

A. 

バーチャル会場質問 Q3 の回答をご覧ください。 
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バーチャル会場質問 Q13 

アステラスはこれまで強力な製品を育成してきましたが、今後は創薬だけでなく事業開発や

提携も重要かと思います。将来的な成長において、自社創薬と外部提携、M&A の比重をど

のように考えていますか？ 

A. 

当社では「Focus Area アプローチ」という独自の研究開発戦略のもと、病気の原因となる仕組み

（バイオロジー）を深く理解したうえで、最適な治療手段を選択し、新薬の創出に取り組んでいます。 

現在、がん、眼科、神経疾患などを中心とした複数の領域においてパイプライン（開発品）を保有し

ており、臨床試験の進展など着実な成果も出てきています。複数の開発プロジェクトが期待通りに

進めば、2029 年度頃から新薬が売上に貢献し、当社の成長を支えることを期待しています。Focus 
Area アプローチは、経営計画 2026 においても引き続き研究開発の重要な基盤と位置づけます。 

一方で、外部提携の基本方針として「価値付加型事業開発」を掲げ、相乗効果によって価値を向上

させることが可能な技術・製品を重点的に追求し、パイプラインを強化します。 

直近の事例として、Evopoint 社からの ASP546C の導入や、Vir Biotechnology 社からの VIR-5500
の導入などが挙げられ、既存の製品やプログラムとともに将来の事業の柱となる製品群 

を形成し、パイプラインをより強固なものにしています。 

「レスキュー型事業開発」と呼ぶ、規模の拡大や短期的な収益確保を目的とした、等価交換型の事業

開発は原則として追求しない方針です。 

自社創薬と外部提携の具体的な比重は申し上げられませんが、継続的に事業開発活動は行い、パイ

プラインを機動的に拡充・補完していきます。 

 

ASP546C: Claudin 18.2 を標的とする抗体-薬物複合体 

VIR-5500: 前立腺特異的膜抗原を標的とした二重マスキング CD3 T 細胞エンゲージャー 
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バーチャル会場質問 Q14 

国会で審議中の個人情報保護法改正についての質問です。この改正では、病歴や犯罪歴な

どの「要配慮個人情報」の取得や個人データを企業等の第三者に提供する際の本人同意を

不要にする内容が新設されるようです。非公開の要配慮個人情報も対象となり、こうした情

報が名前や住所付きで事業者に渡すことが可能となります。アステラスとして今後どのよう

な対応をとられるのか、倫理面も含めてご教示ください。 

A. 

ご指摘の改正個人情報保護法案につきましては、現時点ではなお国会において審議中であり、当

社としてもその動向を注視しております。本法案において導入が検討されている制度の詳細につ

きましては、今後、個人情報保護委員会規則その他関係省庁により発出されるガイドライン等にお

いて具体的に定められるものと承知しております。 

そのため、当社としては、現時点で確定的な対応方針をお示しすることは適切でなく、引き続き立

法の動向、関連するガイドライン等の内容および事業上の必要性等を慎重に見極めていく必要があ

ると考えております。当社は、法令遵守はもとより、「アステラス行動規準」および「個人情報保護に

関するグローバル規程」を始めとする個人情報保護に関する社内規程類に基づく高い倫理観のも

と、引き続き要配慮個人情報を含む個人情報を適切に取り扱ってまいります。また、当社所定のデ

ューデリジェンスプロセスを通じ、当社のために個人情報を取り扱う委託先においても同等の高い

倫理観のもと、個人情報が適切に取り扱われることを確保してまいります。 
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バーチャル会場質問 Q15 

2025 年度に開発中止した ASP5502 は、AI 創薬を活用して見出されたプロダクトだっ

たかと思います。結果としては残念でしたが、本プログラムを通じて学んだこと、今後の AI

創薬にどのように活かしていくのか、差支えのない範囲でご教示ください。 

A. 

STING 阻害薬 ASP5502 を創出した本研究プロジェクトは、創薬プロセスにおける AI 活用を推進

するパイロットスタディの一つとして取り組んできたものです。ASP5502 は、AI を用いて設計さ

れ、さらにロボットにより合成された化合物であり、当社の AI 創薬の取り組みを象徴する重要な成

果の一つであると認識しています。 

本プログラムを通じて、これまで当社が培ってきたデータサイエンスおよび創薬研究の知見に AI や
自動化技術を組み合わせることで、開発候補化合物の創出までの期間を大幅に短縮し得ることを

実証しました。また、研究現場において AI 創薬を実際のプロジェクトへ適用するための経験とノウ

ハウを蓄積できたこと、ならびに研究者の AI 活用に対する意識変革が進んだことも、後続プロジェ

クトにおける AI 活用を促進する上で重要な成果であると考えています。 

今後は低分子創薬にとどまらず、タンパク質分解誘導剤のような複雑な分子や、抗体・ADC など多

様なモダリティへと適用領域を拡大し、創薬研究のさらなる効率化と生産性の向上につなげていき

ます。 
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バーチャル会場質問 Q16 

よりアジャイルで生産性の高い業務モデルというのは、どんな業務モデルか？具体的な例を

挙げて説明をお願いします。 

A. 

「アジャイルで生産性の高い業務モデル」とは、変化に迅速に対応しながら、より早く患者さんに価

値を届けるための業務の進め方です。 

当社では、従来のように部門ごとに順番に業務を引き継ぐ形から、研究開発から製品化までを患者

さんを中心に考える「患者軸」により一気通貫で進めるモデルへと転換しています。 

具体的には、開発品ごとに部門をまたいだチームを構成し、次の工程のメンバーも早い段階から関

与して、並行して準備を進めていきます。従来が 100 メートルずつ区切って走る形だとすれば、現

在はリレーのように次の走者が助走しながらつないでいくイメージです。 

また、意思決定の権限を現場に近いところに移すことで、状況に応じた迅速な判断と実行を可能と

しています。 

このように、部門の枠を越えて一体で取り組み、スピードと柔軟性を高めることが、当社の考える

業務モデルです。 

経営計画 2026 においても、この進化した業務モデルを基盤として、生産性・効率性の高い組織体

制を構築し、より大きな「価値」をより速く創り、届けていきます。 
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バーチャル会場質問 Q17 

武田薬品は社長を日本人に拘らずグローバル企業になる事で製薬会社として生き残ろうと

していますが、アステラス製薬はどの様に生き残ろうと考えていますか。 

A. 

まず、当社はすでにグローバルに事業を展開しており、経営メンバーや社外取締役にも海外の人材

を含めるなど、多様で国際的な視点を取り入れた経営や取締役会の多様性の確保に取り組んでい

ます。 

そのうえで、製薬会社にとって避けて通れない大きな課題が、主力製品の特許満了です。 
当社においても、XTANDI の特許満了に伴い、今後売上が徐々に減少していくことを見込んでお

り、これをどのように乗り越えるかが重要な経営課題となっています。 

当社の考え方は、この変化を単に乗り越えるだけでなく、次の成長につなげていくことにあります。

その具体的な方針が「経営計画 2026」です。 

経営計画 2026 の期間中は、高い収益成長によるキャッシュの創出、パイプライン主導による成長の

加速、規律あるキャッシュアロケーション、全社的な生産性向上といった取り組みを進めてまいりま

す。 

経営計画 2026 により、アステラスは持続的な成長軌道を確立し、パイプライン主導の成長を通じ

て、2030 年代半ばまでに過去最高水準の売上収益の達成を目指しています。 
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バーチャル会場質問 Q18 

この先の ROE を 3 年後・5 年後・10 年後で、それぞれ目安で結構ですので、教えてくだ

さい。 

A. 

ROE（自己資本利益率）については、資本効率を示す重要な指標の一つとして認識しておりますが、

3 年後、5 年後、10 年後といった具体的な数値目標や目安については、現時点では開示しておりま

せん。 

製薬業界においては、企業価値は単年度の利益のみならず、長期的な研究開発投資および事業開

発を通じて創出される将来のパイプライン価値によって大きく形成されます。 

研究開発および事業開発への投資は、成果の実現までに長期間を要する場合が多く、単年度の純

利益および自己資本を基礎として算定される ROE 等の資本収益性指標のみでは、当社事業にお

ける価値創造の実態を十分に表すことは困難であると考えています。 

このため当社は、資本コストおよび資本効率を意識しながら、中長期的な企業価値向上の主要なド

ライバーとして、将来のパイプライン価値の評価および最大化を重視しています。 

 

当社における資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応の状況は、以下のページ「資本

コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」に掲載しておりますので、併せてご参照くださ

い。 

https://www.astellas.com/jp/investors/stock-and-analyst-information#accordion-ddd32e0a85-
item-e0741c4fc3  

https://www.astellas.com/jp/investors/stock-and-analyst-information#accordion-ddd32e0a85-item-e0741c4fc3
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